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１．はじめに

　横浜市内の温泉の開発は比較的新しく、1912（大正元）年

～ 1914 年に最初の源泉（横浜第 22 号）が発見された（大木

ほか、1983）。地元の人が農業用水を得るために井戸掘削

したところ、黒い水が出てきたので試しに入浴してみたら

身体があたたまってよいとのことで、評判になったという。

　当時、その地名をとって綱島温泉と呼ばれたが、この綱

島温泉も含めて、本資料では、横浜市内の温泉を「横浜温

泉」と統一する。横浜温泉では、その後、1965（昭和 40）年

までに約 20 箇所、1975（昭和 50）年までに、さらに、約 20

箇所の源泉が増加している。なお、横浜温泉の深度 1,000m

以深の源泉は現在４箇所となり、このような大深度の源泉

は、さらに増加の傾向がみられる。

　図１は、横浜温泉の位置を示す。南区が12箇所と多く、次

いで港北区の８箇所、鶴見区の６箇所等、ほとんどの区内

に源泉が分布している。表１に示す 2001（平成 13）年３月

末の温泉利用状況等をみると、利用源泉は 40 箇所、未利

用源泉は４箇所で、源泉総数は 44 箇所であり、それらの

標高は 2～ 80m、深度は 40 箇所が 5～ 220m、４箇所が

1,000 ～ 1,507m となっている（神奈川県生活衛生課資料）。

　2000（平成 12）年度には、温泉保護対策の推進に活用す

るため、横浜温泉の温度、揚湯量、化学成分の現況を把握

する温泉保護対策調査を、神奈川県生活衛生課の委託によ

り横浜市生活衛生課及び横浜市管轄保健所の協力を得て

行った（温泉地学研究所、2001）。

　本資料は、これまでに当所で分析した横浜温泉のデータ

を整理するとともに、温泉に含まれる主な化学成分の特徴

についてまとめたものである。

２．横浜温泉に含まれる主な化学成分の特徴

　現地で温度、揚湯量、pHを測定し、分析用に 100ml と

500ml のポリ瓶に採水した。

　採水した試料中の炭酸水素イオンを除く陽イオン（ナト

リウムイオン、カリウムイオン、マグネシウムイオン、カ

ルシウムイオン）、陰イオン（塩素イオン、硝酸イオン、硫

酸イオン）濃度はイオンクロマトグラフ法で、炭酸水素イ

オン濃度は塩酸滴定法で、メタケイ酸、メタホウ酸濃度は

比色法で、第一鉄イオンは原子吸光法で、それぞれ分析を

行った。また、一部の源泉について有機物（COD）濃度は

過マンガン酸カリウム添加－直火加熱による滴定法で測

定し、茶褐色の呈色度合は 400nm の吸光度で表した。

　表２は、これまでに当所で行った分析結果の中で最新の

データを選び、横浜温泉の温度、揚湯量、化学成分濃度を

示す。

　深度 1,000m 未満の源泉（YH51, 73, 77, 78 以外）では、温

度は 14.5 ～ 19.6℃、揚湯量は 9～ 572 l/min、pHは 6.4 ～

8.8、化学成分の総量は 213 ～ 3280mg/l の範囲にあった。

化学成分のなかで比較的濃度の高いものは、ナトリウムイ

オン（8.19 ～ 980mg/l）、塩素イオン（3.77 ～ 1140mg/l）、炭

酸水素イオン（60.7 ～ 1250mg/l）、メタケイ酸（24.1 ～

98.2mg/l）であった。

　一方、深度 1,000m 以深の源泉（YH51, 73, 77, 78）では、温

度は35.7 ～ 45.0℃、揚湯量は68 ～ 290 l/min、pHは 7.2 ～

8.1、化学成分の総量は 4650 ～ 17800mg/l の範囲にあった。

化学成分のなかで比較的濃度の高いものは、ナトリウムイ

オン（1430 ～ 6440mg/l）、塩素イオン（1140 ～ 10500mg/l）、 

炭酸水素イオン（259～1890mg/l）、メタケイ酸（90.0～130mg/l）

であった。

　図２は、深度と温度の関係を示す。源泉の深度により、

深度 1,000m 未満の源泉を白丸（○）、深度 1,000m 以深の

源泉を黒丸（●）で区分する。深度 1,000m 未満の源泉は 20

℃付近にあり、深度 1,000m 以深の源泉は 40℃付近にあっ

た。その近似曲線から、深度が 100m増加するごとに温度

は約２℃上昇することがわかる。

　図３～５は、化学成分の総量とナトリウムイオン濃度、

塩素イオン濃度、炭酸水素イオン濃度の関係を示す。
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図１　横浜温泉の位置　○：源泉 (YH: 横浜の略 )
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　総量とナトリウムイオン濃度の関係では、正の相関がみ

られた（R=0.999）。ナトリウムイオン濃度が多くなるほど

総量が多くなることがわかる。

　総量と塩素イオン濃度の関係では、深度 1,000m 未満の

源泉は総量が多い割に塩素イオン濃度の低いものがみら

れた。また、総量と炭酸水素イオン濃度の関係では、深度

1,000m 以深の源泉は総量が多い割に炭酸水素イオン濃度

の低いものがみられた。

　図６は、有機物（COD）濃度と茶褐色の呈色度合を示す吸

光度（400nm）の関係を示す。有機物が多くなるほど吸光度

が高くなっていた（R=0.980）。

　これは、茶褐色の温泉に共通の現象であり、吸光度から

有機物濃度を推定することができる（粟屋ほか、2001）。

　茶褐色の温泉は入浴すると温まりやすく肌がしっとり

する特徴があり、西洋の鉱泥浴（泥炭質の温泉を皮膚に塗

り、入浴する方法）と似ている。

　図７は、主要イオンの比率によるトリリニヤーダイヤグ

ラムを示す。ほとんどの源泉は、陽イオンではアルカリ金

属（Na+K）の割合が 100％に近く、陰イオンでは炭酸水素

イオンの割合が60～100％であり、アルカリ炭酸塩の領域

となっていた。領域の区分については、水収支研究グルー

プ（1993）に説明されている。

 表１　横浜温泉の利用状況等
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 表２　横浜温泉の化学成分濃度 ( 最新のもの )
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 図６　有機物 (COD) 濃度と吸光度 (400nm) の関係

 図７　横浜温泉のトリリニヤーダイヤグラム
 ( 当量％)

図３　化学成分の総量とナトリウムイオン濃度の関係
( 黒丸、白丸は図２と同じ )

図４　化学成分の総量と塩素イオン濃度の関係
( 黒丸、白丸は図２と同じ )

 図５　化学成分の総量と炭酸水素イオン濃度の関係
 ( 黒丸、白丸は図２と同じ )

図２　深度と温度の関係
(黒丸は深度1,000m以深の源泉、白丸は深度1,000m未満の泉)
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　但し、３箇所の源泉（YH45, 58, 68）では、アルカリ金属

の割合が 50 ～ 70％、アルカリ土類金属（Ca+Mg）の割合が

30 ～ 50％になっていた。アルカリ土類金属は浅層の地下

水に多く含まれることがわかっている（粟屋、石坂、1997）。

横浜温泉のほとんどの源泉はアルカリ炭酸塩の領域にあ

るが、アルカリ土類金属の割合が多いものは浅層の地下水

の影響が強くなっていると考えられる。

　さらに、６箇所の源泉（YH51, 59, 61, 73, 77, 78）では、炭

酸水素イオンの割合が 0～ 50％、塩素イオンの割合が 50

～ 100％になっていた。そのうち、４箇所の源泉（YH51, 73, 

77, 78）は深度 1,000m 以深であり、地下深部では塩素イオ

ンの割合が多いことがわかる。

３．まとめ

　横浜温泉は、利用源泉 40 箇所、未利用源泉４箇所の源泉

総数44箇所であり、それらの標高は2～80m、深度は40箇所

が 5～ 220m、４箇所が 1,000 ～ 1,507mとなっている。

　深度 1,000m 未満の源泉では、温度は 14.5 ～ 19.6℃、揚

湯量は 9～ 572 l/min、pHは 6.4 ～ 8.8、化学成分の総量は

213 ～ 3280mg/l、ナトリウムイオンは 8.19 ～ 980mg/l、塩

素イオンは 3.77 ～ 1140mg/l、炭酸水素イオンは 60.7 ～

1250mg/l、メタケイ酸は 24.1 ～ 98.2mg/l であった。

　一方、深度 1,000m 以深の源泉では、温度は35.7 ～ 45.0℃、

揚湯量は68 ～ 290 l/min、pHは 7.2 ～ 8.1、化学成分の総量

は4650～ 17800mg/l、ナトリウムイオンは1430～ 6440mg/l、塩

素イオンは1140 ～ 10500mg/l、炭酸水素イオンは259 ～

1890mg/l、メタケイ酸 90.0 ～ 130mg/l であった。
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